
■広川町こどもまんなかまっぷ_仕様書（機能要件一覧）
回答欄

事業者名

仕様書・要件定義 回答欄
機能分類体系

大項目 中項目 小項目

基本事項
サービス提供環
境

機器環境

利用者及び管理者等が、それぞれの利用場面に応じた
端末・機器から円滑にサービスを利用できるよう、発
注者が指定する操作機器環境に対応できること。
また、指定された機器環境において、画面表示、入力
操作、管理機能等を支障なく利用できること。

利用者及び管理者等の操作機器環境として、指定する機器環
境に対応すること。

利用者側の機器環境
・対応デバイス:PC、スマートフォン、タブレット
・対応OS、バージョン:Windows11、Android11以降、
iOS12.5.4以降
・対応ブラウザとそのバージョン:Microsoft Edge、
Chrome55.0.283以降、Safari10以降
管理者側の利用環境
・対応デバイス:PC
・対応OS、バージョン:Windows 11 Pro22H2以降
・対応ブラウザ、バージョン:Microsoft Edge 94以降
Google Chrome、Soliton SecureBrowser Ⅱ

○

基本事項
サービス提供環
境

ネットワーク環境

利用者が安全にサービスを利用できるよう、サービス
提供に係るネットワーク環境及び通信経路について、
適切な暗号化その他のセキュリティ対策を講じ、通信
の機密性及び安全性を確保できること。

サービスを提供するネットワーク環境及び通信経路の暗号化
について指定する要件に対応すること。提案する環境が要件
と異なる場合は、その理由やネットワークセキュリティ面で
問題ないことを示すこと。

利用者側環境:インターネットで動作すること。
管理者側環境:インターネットで動作すること。
インターネット上の通信経路においては暗号化を行うこ
と。
通信環境は、次のとおりとする。
※自治体情報セキュリティ対策の３層分離において、仮
想デスクトップ環境など仮想環境にて利用する場合に
は、その環境を明示し、動作可能なことを条件として示
す。管理者側での利用は発注者の通信環境に対応する
こと。

○

基本事項
サービス提供環
境

データ管理

発注者が管理権限を有するデータについて、漏えい、
改ざん、消失、不正アクセス等を防止し、安全かつ適
切に管理できるデータ管理環境を確保できること。

また、提案するデータ管理環境が発注者の指定要件と
異なる場合であっても、同等以上の安全性及び信頼性
が確保され、データセキュリティ上の問題がないこと
を説明できること。

データ管理環境について指定する要件に対応すること。提案
する環境が要件と異なる場合は、その理由やデータセキュリ
ティ面で問題ないことを示すこと。

・本システムを構成する主要な稼働環境（Webサーバー、ア
プリケーションサーバー等）及びデータベースは、政府情報
システムのためのセキュリティ評価制度（ISMAP）に登録さ
れたクラウドサービス、又は同等のセキュリティ管理基準を
満たすクラウド環境（ISMAP相当）において運用されるこ
と。
・当該データセンターは、電源や空調設備等が冗⾧化され
た、高い可用性と耐災害性を有する施設であること
・ただし、システムの表示速度向上等を目的としたコンテン
ツ配信ネットワーク（CDN）の利用や、公開用背景地図等の
外部API連携において、通信経路上で一時的なキャッシュ処
理等が行われる外部サーバーについては、前述の要件
（ISMAP）の対象外とする。

〇

基本事項
サービス提供環
境

データ管理

発注者が管理権限を有するデータについて、障害、誤
操作、災害、サイバー攻撃等による消失又は毀損に備
え、必要なデータを適切にバックアップし、復旧でき
る状態を確保できること。
また、提案するバックアップ環境又は方法が発注者の
指定要件と異なる場合であっても、同等以上の安全
性、信頼性及び復旧可能性が確保され、データセキュ
リティ上の問題がないことを説明できること。

データのバックアップに関して指定する要件に対応するこ
と。提案する環境が要件と異なる場合は、その理由やデータ
セキュリティ面で問題ないことを示すこと。

・バックアップ環境:指定した場合を除き日本国内であるこ
と。
・サイクル（間隔）:最低週1回（週次）以上とすること。
（※ただし、障害時のデータ損失リスクを最小限にするた
め、日次（毎日）以上の頻度での取得を強く推奨・評価す
る。）
・保有世代数（保有期間）:最低4世代以上とすること。
（※日次バックアップを提案する場合は7世代（7日分）以上
を推奨する。）

○

基本事項 想定利用者数 サービス利用人数

発注者が想定するサービス利用人数に対して、利用者
が支障なくサービスを利用できるよう、必要な処理性
能、安定性を確保できること。
また、利用人数の増減に応じて、サービス運用に支障
が生じない構成とすること。

想定されるサービス利用人数は右記の通りとする。 利用する端末台数等の制限はないものとする。

○

基本事項 想定利用者数

管理者機能利用人数 発注者が想定する各管理機能の利用人数に対して、管
理者が円滑に確認、登録、更新、承認、集計等の管理
業務を行えるよう、必要な処理性能及び同時利用性を
確保できること。

また、複数の管理者が同時に操作する場合であって
も、管理業務に支障が生じない安定した運用環境を確
保できること。

想定されるそれぞれの管理機能の利用人数は右記の通りとす
る。

管理機能を利用する端末台数に制限は設けないが、登録する
管理者アカウント数は5アカウントを想定する。

○

基本事項
デザイン・操作
性

デザイン・操作性

年齢、障害の有無、ICT機器の習熟度等にかかわら
ず、利用者及び管理者が直感的に操作できるよう、画
面構成、項目配置、色使い、表示内容等に配慮したユ
ニバーサルデザインを実現できること。

また、利用者側の申請・利用手続き及び管理者側の確
認・管理業務の双方において、分かりやすく円滑な操
作性を確保できること。

表示画面上の項目配置や色使い等、誰もが利用しやすいユニ
バーサルなデザインであること。また、利用者およびサービ
スを提供する管理者双方にとって、わかりやすい操作性が確
保されていること。

ー ○

基本事項
デザイン・操作
性

デザイン・操作性

利用者がサービスの提供主体を容易に確認でき、安心
して利用できるよう、市区町村が提供する公式サービ
スであることが画面上で分かりやすく表示・案内され
ていること。

利用者に市区町村のサービスであることが伝わりやすい工夫
がされていること。 ー ○

基本事項
デザイン・操作
性

アクセシビリティ
多様な利用者が円滑にサービスを利用できるよう、文
字の見やすさ、操作のしやすさ、情報の分かりやすさ
等に配慮し、アクセシビリティを確保できること。

「JIS X8341-3:2016」等のアクセシビリティに配慮して
いること。

「JIS X8341-3:2016」が規定する「レベルAA」に準拠す
る
などアクセシビリティに配慮したデザインであること。

○

基本事項
デザイン・操作
性

多言語対応
多様な利用者がサービスを円滑に利用できるよう、発
注者が指定する言語に対応し、画面表示、案内文、入
力項目等を必要な言語で提供できること。

指定する言語に対応すること。

次の言語に対応すること（自動翻訳による対応でも可とす
る）。
・日本語
・英語
※ただし、自動翻訳において不自然な翻訳や固有名詞の誤訳
が生じた場合は、当町と協議の上、システム上で手動修正
（または辞書登録等）ができる機能や運用対応を含めるこ
と。

○

基本事項 データ移行 ー
現行システムで管理しているデータを、新システムの
利用開始時から継続して活用できるよう、必要なデー
タを初期データとして移行できること。

現行システム（サービス）で保有するデータを、新システム
（サービス）の初期データとして移行（登録）できること。 仕様書本編の記載のとおり。 ○

基本事項
サービス終了
時・契約満了時
等の対応

保有データの提供

契約終了時に、発注者が管理権限を有する情報を発注
者が継続して利用・保管できるよう、サービス上に蓄
積された対象データを漏れなく取得できること。
対象となる情報には、サービス開始後に利用者が入力
した情報及び発注者が登録した情報のうち、発注者が
提供を希望する情報を含むものとする。
※データ抽出・提供にあたっては、特定ベンダーの独
自仕様に依存しない汎用的なファイル形式（Shape形
式、GeoJSON形式、CSV形式等）で無償出力・提供
できること。

サービス開始後に利用者が入力した情報及び発注者が登録し
た情報のうち、発注者の情報管理権限を有する情報（発注者
が提供を希望する情報）については、契約終了時に全て抽出
し発注者に提供可能とすること。

ー ○

基本事項
サービス終了
時・契約満了時
等の対応

保有データの消去等

サービス終了時又はサービス利用契約終了後に、発注
者が管理権限を有する情報について、情報漏えいや不
正利用を防止するため、システム上から速やかかつ確
実に消去できること。
また、消去の実施状況について、発注者が確認できる
よう、消去証明、作業記録その他のエビデンスを提出
又は報告できること。

サービスを終了若しくはサービス利用契約終了後は、速やか
にシステムから消去し、そのエビデンスの提出や報告を行う
こと。

ー 〇

基本事項 地図の種類 ー
システム上で表示する地図情報について、利用目的や
業務内容に応じた適切な背景地図を利用できるよう、
発注者が指定する種類の背景地図に対応できること。

システムで使用する背景地図の種類は指定のとおりとするこ
と。 仕様書本編の記載のとおり。

〇

基本事項 利用規約等 利用規約への同意

利用者がサービスの利用条件、禁止事項、個人情報の
取扱い等を確認した上でサービスを利用できるよう、
初回利用時及び利用規約の重要な変更時に、利用規約
の内容を提示し、利用者から確認又は同意を取得でき
ること。
また、必要に応じて、利用者が同意した事実を確認で
きるようにすること。

サービスの初回利用時やサービスに重要な変更を行った際に
は、利用者に利用規約の内容を提示し、確認（同意）を取る
ことができること。

ー ○

基本事項 利用規約等 プライバシーポリシー

利用者が、サービスにおける個人情報の取得、利用目
的、管理方法、第三者提供の有無等を確認できるよ
う、プライバシーポリシーを適切な場所に表示し、容
易に閲覧できること。

プライバシーポリシーを表示すること。
ー ○

必須機能 今後拡張が
望まれる機能機能要求 要件 詳細要件・補足説明 対応可否 実装状況・対応状況を記載する欄

○：対応可、×：対応不可、△：その他(備考欄に詳細を記入ください)



サービス利用者
向け機能

トップページ トップページ等

「防災」「都市計画」「上下水道」等、利用目的ごと
に分類されたテーマ等で該当地図へ誘導すること。
検索窓から、住所、施設名、あるいは「ハザードマッ
プ」等のキーワードから目的のページや地図へ直接遷
移できること。
データの更新情報（例:「令和8年度版道路台帳を公
開しました」）や、システム停止のメンテナンス告知
を時系列で表示するエリアを設けること。
初回訪問時または地図遷移時に、利用規約や免責事項
を表示し、「同意する」ボタンを押下した後に地図画
面へ遷移する制御を行うこと。

利用者向けトップページが設置できること。 ー
〇

サービス利用者
向け機能

お知らせ機能
お知らせ、新着情報の
表示

利用者が、トップ画面などの分かりやすい位置で、シ
ステムの更新情報、メンテナンス情報、イベント情報
などの「新着情報」を閲覧できること。
必要に応じて、問い合わせフォームへ直接遷移できる
リンクやボタンが配置されていること。
利用者が、GISの利用に関連する外部サイトや、マ
ニュアル・利用規約などの重要ページへ迷わずアクセ
スできること。

新着情報や問い合わせ先等の情報を登録でき、トップ画面等
利用者にわかりやすい位置に表示できること。 ー

〇

サービス利用者
向け機能

利用者機能 操作説明

各ボタンにマウスを重ねた（ホバーした）際、その機
能の簡潔な説明文（例:「現在の地図をPDFで出力し
ます」等）をフキダシ等で表示すること。
「図面を印刷したい」「〇〇番地を探したい」といっ
た「利用者のやりたいこと」から操作手順へ導く、
FAQ（よくある質問）ページを設置すること。

利用者に操作方法を示すことができること。
ー ○

サービス利用者
向け機能

スマートフォン
対応

表示

端末の画面解像度を自動判別し、地図表示エリア、メ
ニュー配置、フォントサイズをスマートフォン（縦・
横両持ち）に最適化したレイアウトで表示すること。
ピンチイン・アウト（拡大縮小）、ドラッグ（スク
ロール）、ダブルタップ（ズームイン）から、遅延な
く滑らかに実行できること。
ボタンやメニューのサイズは、屋外や手袋着用時
（タッチペン使用含む）でも誤操作しにくい間隔を確
保すること。

スマートフォンに最適化された画面表示ができること。ピン
チイン、ピンチアウト、ドラッグなどスマートフォンの操作
により地図操作を直感的に行えること。

ボタンやメニューのサイズは「44✕44ピクセル」以上を推
奨とする｡
4G/5G回線での利用を想定し、タイル地図のキャッシュ機能
やデータ圧縮を行う等、電波状況が不安定な現場でも地図描
画が途切れない制御を行うこと。

○

管理者向け機能 管理者登録

アカウント登録・設定 システム管理者は、新しい管理者アカウントを登録で
きること。登録項目には、氏名、所属部署、メールア
ドレス、ログインID、初期パスワードを含むこと。
既存の管理者情報の変更（部署異動に伴う変更等）お
よび、アカウントの有効/無効の状態を切り替えられ
ること。
CSVまたはExcel形式等のファイルを用いて、複数の
管理者アカウントを登録・更新できること。

管理者アカウントの登録・設定ができること。

ー
〇

管理者向け機能 管理者登録 アカウント認証方法

以下のうち、少なくとも1つ以上の方式を組み合わせ
て利用できること。
メール認証: 登録されたメールアドレスにワンタイム
パスワード（OTP）を送信する方式。
認証アプリ連携: Google Authenticator等のTOTP
（時間ベースワンタイムパスワード）アプリを使用す
る方式。

二段階認証または多要素認証方法（再認証も含む）にも対応
すること。 ー ○

管理者向け機能 管理者登録 ロール設定
導入初期から利用可能なプリセットロール（システム
管理者、編集者、閲覧者等）を少なくとも3種類以上
提供すること。

管理アカウントごとのロール設定ができること。
ー

〇

公開管理 承認ワークフロー ー
編集者が登録・更新したデータを、上位の権限を持つ者（承
認者）が確認し、承認を行った後にのみ一般公開される「公
開前承認機能」を有すること。

ー ○

公開期間設定（自動非
公開タイマー）

ー

登録する情報（地物データ、お知らせ、イベント情報等）に
対して、公開の「開始日時」および「終了日時」をあらかじ
め設定でき、指定した日時が到来すると自動的に一般公開サ
イト上での表示・非表示が切り替わる機能を有すること。

期間限定の子育てイベントや通行止め情報等が、期間終了後
もマップ上に放置されること（情報の陳腐化）を防ぐための
機能である。
職員が手動で非公開作業を行う事務負担と消し忘れを防止す
るため、指定日時での自動非公開（タイマー機能）が確実に
動作すること。

○

リンク管理 リンク切れ検知 ー

地物の属性等に設定された外部URL（ハイパーリンク）が有
効であるか（リンク切れを起こしていないか）をシステムが
自動的に検知し、管理者に通知又は一覧表示する機能を有す
ることが望ましい。

ー ○

管理者向け機能 統計機能 ー

アクセス統計: 日次・月次・年次のアクセス数
（PV、セッション、ユニークユーザー数）をグラフ
形式で表示できること。
人気コンテンツ把握: レイヤー別の表示回数を確認で
きること。
デバイス別集計: PC、スマートフォン、タブレット
等の利用割合を集計し、最適化の判断材料とできるこ
と。

システム・サービスの運用状況や利用状況を定期又は任意の
時点で確認できること。

・サービスへのログイン数
・テーマや主題図ごとの閲覧数
・接続OSごとの閲覧数
・表示、検索、入力、出力、印刷、編集などの機能利用数

○

地図機能
地図コンテンツ
の表示

背景図

自治体保有の地形図（DM図）、最新の航空写真（垂
直写真）、および民間地図データ（Google Maps, 
OpenStreetMap等）を、共通の座標系に投影できる
こと。
画面上に「背景地図切り替えパネル」を常設し、5
タップ（クリック）以内等、簡易な操作で背景地図の
種類を即座に変更できること。切り替え時の画像読み
込みによる描画遅延を最小限に抑えること。

地形図、航空写真、背景用民間地図等を背景図として表示で
きること。また、複数の背景図の切り替えができること。 ー ○

地図機能
地図コンテンツ
の表示

凡例表示

現在地図上に表示されているレイヤーに対応する記
号、色、アイコン、およびその説明（名称）を一覧で
表示すること。
凡例一覧の横にチェックボックス等を配置し、レイ
ヤーごとに表示・非表示を即座に切り替えられるこ
と。

表示中のアイコン等に対する凡例を表示し、表示・非表示の
切り替えができること。 ー ○

地図機能
地図コンテンツ
の表示

2画面表示
同一画面内を左右（または上下）に分割し、それぞれ
独立した地図ウィンドウを表示できること。

異なる施設情報、地図コンテンツ及び背景図を選択した２種
類の地図を同一画面内に並べて表示できること。 ー ○

地図機能
地図コンテンツ
の表示

2画面表示
片方の地図操作からもう一方の地図が動き出すまでの
タイムラグを最小限に抑え、違和感のないスムーズな
連動を実現すること。

並べて表示した地図について、拡大縮小や移動等の操作を連
動できること。 ー ○

地図機能
地図コンテンツ
の表示

主題情報
複数の主題情報（点・線・面の各ベクタデータ）およ
び地図コンテンツ（ラスタデータ）を、背景図の上に
任意の順序で重ね合わせて表示できること。

主題情報（施設情報や地図コンテンツ等）のレイヤと背景図
を重ね合わせて地図に表示できること。 ー ○

地図機能
地図コンテンツ
の表示

主題情報

各レイヤに対して、チェックボックス等を用いて個別
に表示・非表示を切り替えられること。
関連する複数のレイヤを「防災」「都市計画」などの
グループでまとめ、グループ単位で一括して表示・非
表示を切り替えられること。

レイヤ単位及び属性情報の分類単位で表示・非表示の切り替
えができること。 ー ○

地図機能
地図コンテンツ
の表示

地物の属性表示

点・線・面の各図形に対し、名称、種別、写真、URL
等の任意のテキスト情報を項目として設定できるこ
と。
テキスト情報だけでなく、現地の写真画像や詳細資料
（PDF）へのハイパーリンクを属性として保持・表示
できること。

テキスト情報などを属性情報としてアイコン、線レイヤ及び
面レイヤと関連付けて設定できること。（事業者による対応
でもよい。）

ー ○



地図機能
地図コンテンツ
の表示

地物の属性表示

地図上の点・線・面の各要素を選択した際、関連付け
られた属性情報を吹き出しやパネルで表示すること。
テキスト情報のほか、写真、ハイパーリンク、PDF資
料等の関連情報を属性として表示可能とすること。
端末の画面サイズに応じ、ポップアップやボトムシー
ト等、視認性を損なわない形式で属性を表示するこ
と。
同一地点に複数の情報が重なっている場合、リストか
ら選択させる等の手段により、全ての情報にアクセス
可能とすること。

地図上のアイコン等を選択することで、属性情報を表示でき
ること。 ー ○

地図機能
地図コンテンツ
の表示

地物の属性表示

登録する地物の属性情報に対し、文字列、数値、日
付、URL等の適切なデータ型を項目ごとに定義・保持
できること。
また、設定されたデータ型に応じて、画面表示の最適
化や入力時のフォーマット制御が適切に行われるこ
と。

属性情報として数値、文字列、URLなどのデータ型を設定で
きること。 ー ○

地図機能
地図コンテンツ
の表示

地物の属性表示

属性情報のURL文字列をリンクとして認識し、地図上
のポップアップ内から直接クリック可能にすること。
リンクをクリックした際は別タブ（新規ウィンドウ）
で表示し、元の地図画面の状態を保持すること。
リンク先URLの代わりに、「施設HP」等の任意の名
称をリンクボタンとして表示できること。

URLについてはハイパーリンクとして表示できること。
ー ○

地図機能
地図コンテンツ
の表示

地物の属性表示

属性情報のポップアップ内に、関連付けられた画像を
ダウンロード操作なしで直接表示すること。
表示中の画像をクリックすることで、画面前面に拡大
表示すること。
通信環境に配慮し、表示サイズに応じた解像度の最適
化や遅延読み込みを行う仕組み等を備えること。

画像ファイルについては、ダウンロードしなくとも画面上に
直接画像を表示できること。 ー ○

地図機能
地図コンテンツ
の表示

地物の属性表示
選択したレイヤの属性情報を一覧表形式で表示し、複
数の地物情報を一括で比較・閲覧可能とすること。

地図上の地物の属性一覧を表示できること。
ー ○

地図機能
地図コンテンツ
の表示

地物の属性表示

属性一覧に表示されている全項目を対象に、任意の文
字列で地物を抽出できる全文検索機能を備えること。
属性一覧で絞り込まれた地物を地図上に表示、または
強調表示等をし、属性と地図の整合性を保つこと。

属性一覧画面から地物を検索できること。
ー ○

地図機能
地図コンテンツ
の表示

地物の属性表示

地図上の地物情報をCSV、Excel等の二次利用可能な
形式でダウンロードできること。
利用者が、出力する属性項目（カラム）を自由に選択
し、順序を指定できるインターフェースを提供するこ
と。
現在の検索結果や地図の表示範囲に基づき、抽出され
たデータのみを対象として出力できること。
属性情報に加え、地物の位置（緯度・経度）をCSV内
の項目として含めて出力できる機能を有すること。

CSV等で、地図に表示している地物の属性一覧を出力できる
こと。また、利用者が出力項目等の設定が可能であること。 ー ○

地図機能 地図の機能 拡大縮小
画面内に現在の縮尺を示すスケールバーを表示し、拡
大・縮小操作に追従して自動更新すること。

表示地図の縮尺を拡大・縮小できること。
ー ○

地図機能 地図の機能 拡大縮小
ボタン、マウスホイール、ピンチイン・アウト等の多
様な操作で地図の縮尺を自由に変更できること。

マウス操作により地図を拡大・縮小できること。
ー ○

地図機能 地図の機能 移動
高速なスワイプ操作に対し、適切な慣性をもって地図
をスクロールさせ、広域移動を支援すること。

地図を任意の方向に移動できること。
ー ○

地図機能 地図の機能 移動
マウスドラッグやフリックにより、地図を全方位へ遅
延なく滑らかに移動できること。

マウス操作により地図を移動できること。
ー ○

地図機能 地図の機能 現在地表示

デバイスのGPS機能等を利用して、地図上に利用者の
現在地をリアルタイムでアイコン表示すること。
ユーザーの現在地情報は原則として一時的な利用に留
め、サーバー等へログを残さない仕様とすること。

表示デバイスの位置情報を利用し、現在地を表示できるこ
と。 ー ○

地図機能 地図の機能 中心マーク表示

画面中央に位置特定用の十字カーソル等のマークを表
示し、地図移動中も常に中心を固定表示すること。
ユーザーが任意に中心マークの表示・非表示を切り替
えられるスイッチを画面上に配置すること。

表示画面中心に中心を表すマークの表示・非表示切替ができ
ること。 ー ○

地図機能 地図の機能 縮尺表示

表示中の地図縮尺に対応したスケールバーを動的に表
示できること。
地図印刷時、指定した縮尺に応じたスケールを帳票内
に含めること。

表示中の地図縮尺に対応したスケールバーを表示できるこ
と。 ー ○

地図機能 地図の機能 索引図表示

ボタン操作により索引図の表示・非表示を容易に切り
替えられること。
メイン地図の表示範囲を枠線で示した広域図（索引
図）を表示できること。

表示中の地図範囲を示した索引図を表示できること。また、
索引図の表示・非表示の切り替えができること。 ー

〇

地図機能 地図の機能 索引図表示
索引図内の任意地点のクリックにより、メイン地図の
表示中心を移動できること。

索引図で指定した場所に地図表示を移動できること。
ー

〇

地図機能 地図の機能 URLによる共有

座標、縮尺、レイヤー状態を保持した共有用URLを発
行できること。
発行されたURLをワンクリックでコピーできるUIを
提供すること。
発行した共有用URLを二次元コードとして画面上に表
示できること。

表示している地図の内容を表示できるURL、二次元コードを
表示できること。 ー ○

地図機能 地図の機能 住所・目標物検索
住所のテキスト入力又はタップ操作（クリック）によ
り、該当地点へ地図を移動・拡大できること。

住所情報による地図検索ができること。
ー ○

地図機能 地図の機能 住所・目標物検索

全角・半角、英数字・漢数字の差異を無視して住所照
合ができること。
ハイフン、ダッシュ、⾧音等の類似記号を同一の区切
り文字として扱うこと。
「丁目」「番地」等の記述と「-（ハイフン）」によ
る記述を相互に変換して検索できること。

住所の表記は、全角、半角および英数字、漢数字、日本語表
記、「―」「ー（⾧音）」による表示等、想定される住所表
記に対して対応できること。

ー ○

地図機能 地図の機能 住所・目標物検索

施設名、店舗名、ランドマーク等の名称により場所を
検索できること。
施設種別（避難所、公共施設等）を選択して該当施設
を抽出できること。

目標物による地図検索ができること。
ー ○

地図機能 地図の機能 経緯度表示
地図上のカーソル位置、または指定地点の経度・緯度
を表示できること。

地図の任意地点の経度・緯度を表示できること。
ー ○

地図機能 地図の機能 経緯度検索

経度・緯度の数値を入力して、該当地点へ地図を移動
できること。
座標検索の結果地点に、マーカー等のシンボルを表示
して位置を強調すること。

経度・緯度を指定して位置が検索できること。
ー ○

地図機能 地図の機能 ルート検索

2地点間の最短経路を算出し、地図上に道なりの経路
を描画できること。
算出された経路の総延⾧距離をメートル/キロメート
ル単位で表示できること。
表示中の経路および検索地点を即座に消去できるこ
と。
「徒歩」や「自動車」など、移動手段に応じた経路切
り替えができること。

2地点間の最短経路を検索し、地図上に経路及び距離を表示
できること。 ー

〇

地図機能 地図の機能 印刷

地図、タイトル、方位、縮尺を定型レイアウトで印刷
できること。
印刷用レイアウトをPDFファイルとしてダウンロード
できること。

画面に表示した地図や施設情報、地図コンテンツを印刷でき
ること。属性情報や凡例をあわせて印刷できること。 ー ○

地図機能 地図の機能 印刷

都市計画等の特定コンテンツ印刷時、指定された定型
縮尺以外での出力を制限できること。
縮尺固定印刷時、精度に関する注意書きや出典情報を
自動的にレイアウトへ挿入すること。

都市計画等一部の地図コンテンツについて、印刷する際の縮
尺を予め指定したものに固定できること。 ー ○

地図機能 地図の機能 印刷

印刷レイアウト内に著作権表示および免責事項を自動
挿入できること。
表示中のレイヤーに合わせて、必要な出典情報を一括
して自動表示すること。

コピーライトや利用上の注意等、定型文を合わせて印刷でき
ること。 ー ○

地図機能 地図の機能 印刷
特定コンテンツの印刷時、予め指定された独自のテン
プレート様式を適用できること。

都市計画等一部の地図コンテンツについて、印刷する際のレ
イアウトを予め指定した独自の様式に変更できること。 ー

〇

地図機能 地図の機能 ファイル出力

地図表示内容をPNGまたはJPEG形式の画像ファイル
として保存できること。
画像出力時、検索窓やボタン等のシステムUIを除外
して地図のみを出力できること。
保存される画像内に、著作権表記や出力日時を自動で
合成すること。

画面に表示した地図や施設情報、地図コンテンツを画像ファ
イルとして出力できること。 ー ○

地図機能 地図の機能 計測

マウス操作で複数の地点を結び、その合計延⾧距離を
計測できること。
マウス操作で囲んだ多角形範囲の面積を計測できるこ
と。
計測結果を距離（m, km）や面積（m², km²）の最
適な単位で表示すること。

マウス操作により選択した距離、面積の計測が地図上で行え
ること。 ー ○



地図機能 地図の機能 計測

距離・面積の計測中に、計測を中断せず地図の移動
（パン）ができること。
距離・面積の計測中に、計測を中断せず地図のズーム
操作ができること。
地図操作（移動・ズーム）後も、描画中の図形が地理
座標と正しく同期すること。

距離及び面積の計測中に縮尺の変更やスクロールができるこ
と。 ー ○

地図機能 地図の機能 計測

印刷レイアウト内に表示中の計測図形および数値を重
畳して出力できること。
出力された画像やPDFにおいて、計測値が判読できる
こと。

計測結果が表示されている状態で、印刷や地図の画像を保存
できること。 ー ○

地図機能 地図の機能 作図

地図上に点、線、面、円、テキストを自由に描画でき
ること。
図形ごとに色、太さ、透過度等のスタイルを任意に設
定できること。
5クリック（タップ）以内等、容易な操作で画面上の
全ての作図情報をクリアできること。

地図上に一時的な図形（点・線・面等）を作成できること。
ー ○

地図機能 地図の機能 作図

印刷およびPDF出力時、表示中の作図図形（点・線・
面・テキスト）を重畳して出力できること。
出力された媒体において、作図した線のエッジやテキ
ストが読み取れる解像度を維持すること。

一時的な図形を含めて印刷・画像出力できること。
ー ○

地図機能 地図の管理
主題情報のレイヤの表
示

施設等の地点情報を、アイコンやラベルと共に地図上
に表示できること。
道路や境界等の線状情報を、指定の太さ・色で描画で
きること。
地域や範囲等の面情報を、塗りつぶしおよび透過設定
を用いて表示できること。
データの属性値に基づき、色や図形を自動で塗り分け
る（個別値・段階色）ことができること。

図形情報に対応するポイント（点）、ライン（線）、ポリゴ
ン（面）を表示できること。 ー ○

地図機能 地図の管理
主題情報のレイヤの表
示

レイヤごとに表示する縮尺の有効範囲（Min/Max）
を設定・適用できること。
各レイヤの表示縮尺範囲を、設定ファイルまたは管理
画面から定義できること。

レイヤごとに、表示する縮尺範囲を指定できること。
ー ○

地図機能 地図の管理
主題情報のレイヤの表
示

レイヤ間の重なり順（Z-order）を定義し、意図した
順序で描画できること。
管理者（または事業者）が設定ファイル等でレイヤの
表示順を容易に変更できること。

レイヤの表示順を設定できること。（事業者による対応でも
よい。） ー ○

地図機能 地図の管理
主題情報のレイヤの表
示

データの属性値に基づき、地物の配色やシンボルを自
動で塗り分けられること。
地物の名称や数値を注記として地図上に自動描画でき
ること。
各レイヤのシンボルおよびラベル設定を、後から事業
者が容易に変更できること。

レイヤの色分け表示、ラベル表示を設定できること。（事業
者による対応でもよい。） ー ○

地図機能 地図の管理
主題情報のレイヤの表
示

公共・防災等の汎用的なアイコンセットを標準実装す
ること。
管理者が任意の画像（PNG/SVG）をアイコンとして
追加登録できること。
登録されたアイコンを特定のポイントレイヤのシンボ
ルとして割り当てられること。

ポイント（点）レイヤとして表示するアイコンはシステム標
準のものを用意し、追加できること。 ー ○

地図機能 地図の管理
主題情報のレイヤの表
示

アイコンや図形に対し、0～100%の範囲で透過度を
設定・変更できること。
管理者がレイヤごとに最適な初期透過度を定義できる
こと。

背景図に対し、アイコンなどの表示項目の透過度が設定可能
であること。 ー ○

地図機能 地図の管理
主題情報のレイヤの表
示

線（ライン）および面（ポリゴン）を地理座標に基づ
いて正確に描画できること。
属性値に応じて、色・太さ・塗りつぶしパターンを変
更できること。
属性情報を対象としたキーワード検索や条件フィルタ
リングができること。

線レイヤ及び面レイヤと属性情報で構成される地図コンテン
ツを表示できること。 ー ○

地図機能 地図の管理
主題情報のレイヤの表
示

面レイヤの枠線の色・太さ・種類を任意に設定できる
こと。
面レイヤの内部を単色またはパターン（ハッチング
等）で描画できること。
背景地図を透過して表示できるよう、面レイヤの透過
度を設定できること。

面レイヤは、枠線や塗りつぶし部分の種類、太さ、色、透過
度等を変更できること。（事業者による対応でもよい。） ー ○

地図機能 地図の管理
主題情報のレイヤの表
示

ポイントレイヤに対し、複数のシンボル形状と色の組
み合わせを選択できること。
ラインレイヤに対し、実線・破線等の種類と色、太さ
を複数から選択できること。
面レイヤに対し、単色や複数の網掛けパターン、色を
選択できること。
管理者が、用途に応じた複数のスタイル（配色・形
状）を事前に定義できること。

図形（アイコンシンボル、線、面）の表示設定は、複数色、
複数種類から選択できること。 ー ○

地図機能 地図の管理
主題情報のレイヤの表
示

線レイヤの種類（実線・破線等）や太さを任意に設定
できること。
線レイヤの色を、属性や目的に応じて設定できるこ
と。
線レイヤの透過度を設定し、背景情報との重なりを調
整できること。

線レイヤは、線の種類や太さ、色、透過度等を変更できるこ
と。（事業者による対応でもよい。） ー ○

地図機能 地図の管理
主題情報のレイヤの表
示

特定の属性値をテキストとして地物近傍に自動表示で
きること。
ラベルの色、サイズ、縁取り（ハロー）を設定できる
こと。
ズームレベルに応じてラベルの表示・非表示を切り替
えられること。

属性情報の値に従い、ラベルを地図上に表示できること。
ー ○

地図機能 地図の管理
主題情報のレイヤの表
示

属性値（角度）に基づき、アイコンシンボルを回転し
て表示できること。
属性値（角度）に基づき、テキストラベルの表示向き
を制御できること。

属性情報の値（角度）に従い、ラベルやアイコンを回転して
地図上に表示できること。 ー ○

地図機能 地図の管理
主題情報のレイヤの表
示

Shapefile、GeoJSON、CSV等の指定形式のデータを
登録できること。
登録データの各項目に対し、指定の属性名や型を割り
当てられること。
インポート時に、システム指定の座標系（測地系）へ
自動変換すること。
データの公開・非公開を管理者が任意に切り替えられ
ること。

管理者で公開データの登録する場合については指定の通りと
する。

・Shape形式または座標付きCSV､Excelを受託者に提供する
ことで、受託者が更新作業を行えること。システム管理者の
操作により、庁内の地図情報システムで更新された情報を、
簡単な操作で速やかに公開サービスに反映できること。

〇

地図機能 地図の管理
主題情報のレイヤの表
示

ズームレベルに関わらず、アイコンを画面上で指定の
ピクセルサイズで表示すること。
アイコン（点）ごとに、表示・非表示を切り替える縮
尺（ズームレベル）を設定できること。
ラベルについても、アイコン個別の設定またはレイヤ
設定に基づき表示制御を行うこと。

縮尺に応じて、アイコンのサイズや形状等を変更せず、画面
上で一定のサイズで表示できること。
また、ラベルやアイコンは、縮尺に応じて非表示にできるこ
と。非表示とする縮尺は、アイコンごとに設定できること。

ー ○

■以下、管理者用(職員)向け、資格管理・基本条件・機能の追記事項

システム管理者アカウントを登録できること。また、
管理に対応すること。
・IDとパスワードによる管理者アカウント認証
・管理者アカウント毎の操作権限設定(閲覧、編集等)
ができること。
・ログイン中の端末のうち、一定時間システム操作が
ない管理者アカウントを自動ログオフできること。

管理者(職員用)アカウントを登録できること ー ○

資格管理
管理側

アカウント管理
アカウント・認証管

理


